
7月29日、災害等によりネット通信が途絶えた場合を想定し、
被災現場、自治体、国土交通省間を多様な通信設備で
接続する設営訓練を大和町、大衡村と連携して実施しました。
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だより

国土交通省 東北地方整備局 北上川下流河川事務所

鳴瀬川・吉田川の河川管理をしています

を活用しよう
防災ポータルは、様々な機関が発信する防災情報を集約し、
多言語で発信しているウェブサイトです。

平常時・災害時を問わず、様々な情報を入手することができます。

に参加しました

現地で設営、準備後
実際にドローンを飛行させ映像を配信。
被災状況を無線で伝えました。



善川遊水地

ドローン

設営後、開設した通信環境で関係機関と
連絡を取りながら、各班が被災箇所を
映像で中継します。

鹿島台出張所の職員は、ドローン班で
参加しました。

訓練の経験を活かし、
今後の災害に備えていきます。
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渇水とは

通常時の量で河川から水を取り続けると、ダムの貯水の枯渇が想定される
場合に「取水制限」を行うなどして、取水量を減らし普段通りの取水を行えない、
水の利用が出来ない状態を渇水といいます。
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トイレ
大小のレバーを
使い分ける

お風呂
残り湯を洗濯や散水等に使う
シャワーの場合こまめに止める
節水型シャワーヘッドを使う

洗濯物
まとめて洗う

台所
油汚れは紙等で拭き取る
食器をためて洗う

歯みがきや洗顔
水を流しっぱなしにしない
歯みがき時はコップを使う

今年は、例年より降雨が少ないことにより河川の流量の減少や、
ダムの貯水率が低下するなど渇水の傾向にあります。

日々の生活で欠かせない水の大切さを実感すると同時に、
節水を意識する方もいると思います。

そこで、身近で出来る節水の取り組みについてご紹介します

約35×13ｍ

７月、大崎市鹿島台広長字内ノ浦で堤防法面に焼け跡を発見しました。
今夏のような猛暑、乾燥といった気象条件は、火災が発生しやすい状態です。
たばこや花火等、火の不始末から燃え広がり、大火災にもつながるおそれがあります。


